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林 
羅
山 

（
１
５
８
３
〜
１
６
５
７
）

：
江
戸
時
代
初
期
の
朱
子

学
派
儒
学
者

が
ら
漢
晋
唐
宋
の
各
時
代
か
ら
選
ば
れ
た
。

案
内
書
に
よ
れ
ば
、
詩
仙
堂
は
正
確
に
は
「
凹
凸
窠
」

と
い
う
。
こ
れ
は
、
山
の
斜
面
の
で
こ
ぼ
こ
の
土
地
に
建

て
ら
れ
た
住
居
の
意
味
で
あ
る
。
丈
山
は
詩
仙
の
間
を

含
め
建
物
や
庭
の
10
個
の
要
素

を
凹
凸
窠
十
境
と
見
立
て
た

と
の
こ
と
だ
。
寛
永
１
８
年

（
１
６
４
１
年
）、
丈
山
59
歳
の
時
に
造
営
さ
れ
、
寛
文
12
年
（
１
６
７
２
年
）、

90
歳
で
没
す
る
ま
で
こ
の
山
荘
で
詩
歌
三
昧
の
生
活
を
送
っ
た
と
い
う
。
背
後

の
自
然
と
と
も
に
目
の
前
に
広
が
る
名
園
と
称
さ
れ
る
見
事
な
庭
園
も
、
丈
山

の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

極
細
の
柱
で
支
え
ら
れ
た
瓦
葺
と
茅
葺
の
屋
根
は
、
外
部
と
一
体
化
し
た
中

間
領
域
や
内
部
空
間
に
陰
翳
を
創
り
出
し
、
庭
や
縁
側
、
床
に
反
射
し
た
昼
光

が
家
の
奥
ま
で
招
じ
入
れ
ら
れ
る
。
そ
こ
を
通
り
ぬ
け
る
気
流
は
根
本
建
築
の

極
致
を
実
体
化
す
る
室
内
環
境
の
大
切
な
要
素
で
あ
る
。
こ
の
小
さ
な
山
荘
に

凝
縮
さ
れ
た
住
ま
い
の
建
築
文
化
は
、
３
５
０
年
た
っ
た
今
も
な
お
訪
れ
た
全

て
の
者
に
語
り
か
け
、
感
動
を
与
え
る
。
数
あ
る
京
の
文
化
財
の
な
か
で
も
、

第
一
級
の
類
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

写真92-3 室内から見る庭園

写真92-4 縁側手水

写真92-5 越屋根見上げ
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石
川 

丈
山

（
１
５
８
３
〜
１
６
７
２
）

：
江
戸
時
代
初
期
の
漢
詩

を
文
人

京
都
に
は
随
分
と
通
っ
た
。
左
京
に
暮
ら
す
親
し
い
知
人
の
お
蔭
で
、
観
光
と
は
違
う
視
点
か
ら
こ
の

古
都
を
味
わ
う
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
と
同
時
に
、
外
部
の
人
間
に
対
す
る
距
離
感
の
厳
し
さ
を
味
わ
う
場

面
に
も
で
く
わ
す
こ
と
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
今
も
京
都
に
行
く
と
足
は
自
然
と
左
京
に
向
か
う
。
特
に

繰
り
返
し
歩
い
た
経
路
は
南
禅
寺
の
琵
琶
湖
疏
水
か
ら
哲
学
の
道
を
介
し
て
曼
朱
院
、
詩
仙
堂
を
は
じ
め

と
す
る
名
刹
、
名
荘
に
向
か
う
道
で
あ
る
。

詩
仙
堂
は
江
戸
時
代
初
期
の
文
人
石
川
丈
山＊

１

の
山
荘
跡
で
あ
り
、
現
在
は
丈
山
寺
と
い
う
曹
洞
宗
の
寺

院
で
も
あ
る
。
徳
川
家
の
家
臣
で

あ
っ
た
石
川
丈
山
が
隠
居
の
た
め

造
営
し
た
。
名
前
の
由
来
が
、
中

国
の
詩
家
36
人
の
肖
像
（
狩
野
探

幽
作
）
を
四
方
の
下
が
り
壁
の
上

部
に
掲
げ
た
「
詩
仙
の
間
」
に
よ

る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

詩
仙
は
日
本
の
三
十
六
歌
仙
に
な

ら
い
林
羅
山＊

２

の
意
見
を
も
と
め
な

｜
第
92
編
｜ 

左
京
の
宝

写真92-1 詩仙堂越屋根

写真92-2 縁側周り


